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伝統・文化に関する教育の充実に関する実践

一雪形を扱った事例一

小山茂 喜*

1 .伝統・文化を尊重する教育の必要 性

平成 18年に改正された教育基本法の第二条の五では、「伝統と文化を尊重し、それら

をはぐくんできた我が固と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展

に寄与する態度を養うこと』と伝統と文化に関わる文言が強調され、学校教育法の第21条

の3においても同様に伝統文化についての規定が盛り込まれ、これまで以上に伝統や文化

というものが学校教育の中で扱われることになった。

また、中央教育審議会の答申のまとめでは、知識基盤社会に生きるカとして基礎的基本

的な知識技能の習得やそれらを活用しての課題を生み出し解決するための思考力判断力表

現力の育成が強調されるとともに、グローパル化の中での自分とは異なる文化や歴史に立

脚する人々と共存しているため、自らの国や地域の伝統や文化についての理解を深め尊重

する態度を身につけることが要求された。特に、教育内容に関する改善事項として、国際

社会で活躍する日本人の育成を図る上で我が国や郷土の伝統や文化を受けとめ、そのよさ

を継承発展するための教育を充実することが求められた。さらにはそれら伝統や文化につ

いての深い理解は他者や社会との関係だけでなく事項と対話しながら自分を深めていく視

点が示された。

中でも、教科「社会」においては、我が国や郷土の発展に尽くした先人の働きや伝統的

な行事、芸能や文化遺産について調べるなど、とりわけ歴史に関する学習中で育まれるも

のの充実を図ることが示された。同時に、道徳教育の観点からも、先人の生き方自然伝統

文化のといった人に感動を与える美しさや強さを題材に学習を進めることが重要であると

示された。そして、「社会」の改善点としては、我が国及び世界の成り立ちゃ地域構成、

今日の社会経済システム様々な伝統や文化、宗教についての理解を通して我が国の事や歴

史に対する愛情をはぐくみ、日本人としての自覚を持って国際社会で主体的に生きるとと

もに持続可能な社会の実現などより社会の形成に参画する資質や能力の基礎を養うことを

重視して改善を図るとされ、例えば縄文土器が使われていたころの人々の暮らしに関する
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内容を新たに加えたり、歴史的事象の関連で取り上げる代表的な文化遺産を例示するなど、

伝統や文化に関する内容の充実を図ることとされた。また、我が国の国士や地域に関する

内容について環境汚染防災及び伝統文化、長観、産物の地域資源の保護活用などの観点を

重視して再構成することとされた。

つまり、グローパル化の中で、国際社会の一員であると同時に国家・社会の形成に主体

的に参画する日本人としての資質を形成するために、自らのアイデンティティを確立させ

る手立てとして伝統・文化を尊重する教育が重要だとされたのである。

以上のことを受けて、平成 20年版小学校学習指導要領では、総則第一の 2の道徳教育

との関わりの中で、「人間尊重の精神と生命に対する畏敬を念を家庭、学校その他社会に

おける具体的な生活の中に生かし、豊かな心を持ち、伝統と文化を尊重し、それらを育ん

できた我が固と郷土を愛し個性豊かな文化の創造を図る」とされた。

教科ごとには、国語では言語文化にかかわって古典や民話等を、社会では歴史学習を中

心に文化遺産や生活様式等を、音楽では音楽文化として歌唱や民謡・郷土に伝わる歌・和

楽器を、美術では我が国の美術文化を、技術・家庭では食文化をはじめとして衣食住にわ

たる伝統的な生活文化を、保健体育では武道の指導等を、外国語では国際理解や言語と文

化等、それぞれの教科の特質に合わせた扱いや、特別活動や総合的な学習でも文化的活動

や国際理解等が提示され、さまざまな試行的展開が実践され始めている。 η

なお、これまでも「社会」では、小学校 3・4年生で地域の人々が受け継いできた文化

財や年中行事を取り上げ、生活の安定と向上に対する地域の人々の願いや保存継承するた

めの工夫や努力を考えたり、 5年生での食料生産では地形や気候などの自然環境を生かし

た工夫や努力を考えたりするようになっていたが、自然への畏敬に対する扱いは薄かった

といえる。

2 伝統・文化の教材化に当たって

生活文化の深層には、寺田勺が指摘したように「日本のような多彩にして変幻きわまり

なき自然をもっ国で八百万の神々が生まれ崇拝され続け(中略)山もJ11も木も一つ一つが

神であり人で(中略)一方地形の影響で住民の定住性土着性が決定された結果は至るとこ

ろの集落に鎮守の社を建てさせ(中略)地震や風水の災禍の頻繁でしかも全く予測し難い

国土に住むものにとっては天然の無常は遠い遠い祖先からの遺伝的記憶となって五臓六肝

にしみ渡って」おり、日本人の価値観の中に自然に対しては、従順にならざるを得ないと

いう発想のもとで、「日本人はその季節感によって、(中略)花咲いて張るを知り、は落

ちて秋を覚ること、草木の生長、魚烏の捕獲を体験しながら、折り目を判断するテクニツ
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ク」句が生活の中に盛り込まれ、自然からの恵みに対する日本人の思い、つまり自然に対

する畏敬の念があるといえる。

また、雪形のような自然を活用した農事暦は、山に対する特別の思い(稲作農耕社会の

観念や世界観、宇宙観)'4 という、「自然に逆らう代わりに自然を師として学び、自然自身

の太古以来の経験をわが物として自然の環境に適応するように努める」・5 日本人の生き方

を明確に示している。

しかし、これまでに提案されてきた伝統文化に関わる授業実践句の多くが、「衣食住に

関すること」、「芸術や芸能に関すること」、「保存や修復など『伝承』に関すること」に

関する内容がほとんど句で、非日常性の文化、もしくは「ハレ」の文化が取り上げられる

ことが多い。一方、分析の仕方にも依るが、日常生活の中で語り継がれてきた生活文化に

関わる「日本人の心に関すること」を扱う事例は少ない。

その理由として、身近な地域の素材に対する教材研究に対する意識度が低く、多くの教

師は何が素材としてあるのか、どのように指導展開してよいものかとまどっているのが実

態で、単なる社会現象として認識可能な非日常性の高い伝統・文化の紹介にとどまってい

ると考えられる。"

これらのことから、伝統・文化に関わる教材化では、伝統・文化に「ふれる Jr親しむ」

「味わう Jr誇りや愛着をもっJr守り受け継ぐJr創造、発展させる」句という視点に加

えて、地域の人々に昔から受け継がれてきた文化には、自然に対しての畏敬の念を込めた

生活の安定や向上に対する人々の願いが込められていることを知るという視点も必要とい

える。

また、長野市内の小中学校 23校に農耕儀礼にかかわるアンケー γ10結果から、子どもた

ちの、地域行事への参加は、地域の「つきあい」という感覚で、行事本来の目的はわからな

くても、それほど意識することなく地域の行事等に参加していること、また、子どもたちの

生活の基盤である地域には、「伝統的な文化がある Je地域に対する誇りのようなものは持っ

ていることが明らかになった。しかし、自然に対する畏敬の念から語り継がれてきたはずの

雪形や道祖神等といった地域文化について、子どもたちはほとんど知らず、それらは家庭で

も学校でも扱われていないということが明らかになった。学校教育の場で考えると、地域に

根差した教育が叫ばれて久しいが、実際には地域の教育資源についての情報を教師自身が多

く持たずに授業に臨んでいることが明らかになり、教師自身が地域の実態を主体的に知る研

修といったことが重要であることが明らかになった。
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3.雪形について

身近にある自然の様相の変化を、先人たちは利用しながら、生活をしてきた。しかし、

社会の近代化が進む中で、産業構造の変化や科学の発達にともなり、自然の様相の変化を

生活に生かすという先人の知恵が、日常生活の中から次第に消えつつある。

雪形・11 は、日本全国でみられる残雪絵現象で、農業の営む人々にとっては、重要な作業

の目安であると同時に、農業は自然からの恩恵にあずかっているという感謝の気持ちで山

を見る際の目安でもあった。・12 つまり、雪形の多くは、農暦として雪形が現れる地に生活

する人びとの「見立て」によって作られた、生活にとって必要な公共性の高い情報であっ

たといえる。

ところが、高度経済成長によるの社会の変化(農業技術の進歩等)などから、雪形を伝承

する必然性が薄らぐ中、雪形の意味が語られなくなったばかりでなく、その存在をも受け

継がれない状況になってきている。

最近では、自然環境に親しむという文脈の中で新たな文化的視点として、新たな自然景

観「見立て j として、観光資源・14 や科学的な教材切として雪形が注目されてきているが、

それは現象としての雪形を楽しむというもので、本来「雪形」が持っていた公共情報と自

然に対する畏敬の念の伝承とは異なる再認識の形態である。

そこで、自然との対話から生まれてきた伝統文化の伝承という視点に立っと、食料生産

という自然との対話によって成り立つ産業を学ぶ過程で、日本人が大切にしてきた自然へ

の畏敬の念を再認識させることが重要となる。単なる現象として雪形を扱うのではなく、

食料生産と雪形を関連づけて学ぶ機会を設定することで、雪形という自然環境が語る人と

自然との関係を気づかせることができるのである。

※全国の雪形分布

• 10以上雪形が伝えられている都道府県

・雪形が伝えられている都道府県

田淵氏のデータ・16や

web等で検索したもの

から作成した

己2

午
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4 教材作成にかかわる視点

アンケート結果."等から子どもたちは、地域の行事等にはある程度参加していることと、

その行事本来の目的はわからなくても、それほど意識することなく、地域の「つきあい」

程度の感覚で参加していることが明らかになった。

また、子どもたちの生活の基盤である地域に対して、およそ半数の子どもたちが「伝統

的な文化がある」と答えていることから、地域に対する誇りのようなものは、子どもたち

は持っていると考えられる。

しかし、雪形や道祖神等については、あまり知っていないのが実態で、本当の意味での

地域にかかわった生活なり、活動がなされていないと考えられる。

また、学校教育の関わりという視点でみると、米作りについて学校で行われている関係

から、家庭であまり行われなくなった収穫祭は、学校教育として体験していることが明ら

かになった。

そこで、教材開発を行うにあたって、以下の点に留意することが望ましいと考えた。

-素材研究をきちんと盛り込むと同時に、先生方が地域を知る方法論的な内容も指導書等

に盛り込むこと

・生活に密着した伝承であるが、子どもたちは何気なくかかわっていて、由来等理解して

いないものについて、心情面から揺さぶりをかける教材や指導計画を作成すること。

・子どもたち自身が、何らかのかたちで活動へと発展させていけるような内容を盛り込む

こと。

-学校教育だけでなく、家庭や地域の協力を得ながら、地域の教育力も高められるような

学習展開にすること。

-地域の伝承文化を、語り継ごうとする意欲を高める工夫をすること。

・日本人が受け継いできた、自然や道具などへの価値観を再認識できる工夫をすること。

・先人の思いを、受け継いでいこうとする思いが高まる工夫をすること。

・素材研究をきちんと盛り込むと同時に、先生方が地域を知る方法論的な内容も指導書等

に盛り込むこと
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-生活に密着した伝承であるが、子どもたちは何気なくかかわっていて、由来等理解して

いないものについて、心情面から揺さぶりをかける教材や指導計画を作成すること。

・子どもたち自身が、何らかのかたちで活動へと発展させていけるような内容を盛り込む

こと。

-学校教育だけでなく、家庭や地域の協力を得ながら、地域の教育力も高められるような

学習展開にすること。

・地域の伝承文化を、語り継ごうとする意欲を高める工夫をすること。

・日本人が受け継いできた、自然や道具などへの価値観を再認識できる工夫をすること。

-先人の思いを、受け継いでいこうとする思いが高まる工夫をすること。

5 実践授業・18

(1)単元名 『農業のこれから』

( 2 )ねらい

日本の食料生産のあり方について学んだ子どもたちが、春の雪解け期に見られる「雪

形」を現在でも米作りに利用している白馬村の米作り農家、津滝さんの姿哨を知ること

を通して、科学技術が進んだ現在でも自然と深いつながりを持つ米づくりに、その地域

で長年にわたって培われてきた農家の経験から生み出さ れた伝承が大切に利用されて

いることがわかるとともに、自分たちの身の回りの伝承にも興味関心を持つことができる。

( 3 )本時の位置 全 1時間扱いの第 1時

( 4 )本時の評価規準

・各地で伝承されている雪形の利用のされ方について、意欲的に追究しようとする。

【関心・意欲・態度]

・昔から伝承されてきた雪形「代かき馬」が、現在も米作りの暦に利用されており、農

業と自然に深いつながりがあることがわかる。 【知識・理解]

( 5 )本時における留意点

・グループで話し合える形態で進め、より多くの意見を出し合えるようにする。
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(6) 本時の展開

段階|学習内容 (0) と予想される児童の反応(・)

0雪形の写真を見て、何に見えるかを考える。

指導・支援 間
-グループになり、見える形を自由に出

引・この閥、人に見えるよ。寝ている人みたい。 Iし合う時間を確保し、都に関心締

-漢浮の「大」に見えるよ。 1 つことができるようにする。

時間

・でも、こんな形、どこに行ったら見れるのかな?I・飯綱山の「種まきじいさん」の雪形を 110

入 If 、| 提示し、春には、身涯な山で雪形を見

[確認]雪形...昔から伝えられているもの

①春になるとだんだんと現れる

②毎年、ほぼ同じ形を見ることができる

③動物や人のしぐさで名前が付けられている

Or代かき馬」の雪形を提示する。

.今度は動物の形のような雪形だ。

実は、春になると見える雪形を仕事に利用してい

る入力旬、るんだ。

.....LJ-
-どんな仕事の人だろう。

-どんなことに雪形を使っているんだろう。

ることが理解できるようにする。

・実際に見たことのある子どもがいたら、

どこで見たかを確認する。

• r代かき馬」という名前はここでは出

さず、長野からは見れないがオリンピ

ックでも有名になった白馬方面で見え

る雪形であることを知らせる。時聞が

あれば地図で場所を確認する。

-知りたくなったことを子どもに問いか

け、学習問題としていく。

雪形を仕事に利用している人って、どんな人かな

0予想をし、発表する。 -各自の根拠を示しながらグループ内で

-雪が溶けて山に出てくるから、春の仕事だな0 各自の予想を話し合うように指導する。 I 5 

・それなら、カレンダーみたいだから、観光とか、

景色を見るのに使うとか。

展卜春だから、農作業で、「雪形が出たら田植え」と

か言い伝えがあるかもしれない。

開

[山間山一一周目叩此

ODVDを見て、雪形を誰がどのように利用してい|・どうして天気予報(最新の科学技術)

るかを確かめ、気づいたことを学習カードに整理| から雪形(伝承)を使って籾まきのタ

20 
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し、発表し合う。

・樟滝さんという農家の人が、お米作りの籾蒔きの

時期を知るために利用しているんだ。

・天気予報を使っていたのに、雪形を利用して天気

を知るなんて。天気予報を見ていて失敗して、

雪形で成功するなんて不思議。

展卜山の見え方で天気を予想するとか、昔から自然

の様子を観察して生かすなん、何か昔から伝わ

っていることってすごいなあ。

・津滝さんのおじいちゃんって、雪形のことを知

開| っていてすごいなあ。

0雪形は、何のために伝えられてきたかを考える0

・農業をする人が、代かきとか、種まきとかの時

期を知るため。

・雪形は、大切に伝えられてきた知恵だね。

O自分たちの身のまわりに伝承されていることや、

闘いたことがあることなどを考える。

-聞いたことがないから、おじいちゃんに聞いて

みょうかな。

イミングを図るようになったかをまと

める学習カードを準備する。そして、

農業が自然と切り離せないということ

に気づけるようにする。

-どうして雪形を利用するようになった

かを問いかけ、津滝さんの米作りは、

最先端の気象データを利用した米作り

をしていたのに籾まきを失敗してしま

ったことを確認する。

-科学技術が進んでも自然には地域差が

あり、長年にわたってその地域の人々

が築き上げてきた経験(伝承)は農業

に今も生きていることに気づかせるた

めに、飯綱山の雪形も若穂地区では「種

まきじいさん」と呼ばれ、この雪形が

見える地域の農業に今も生かされてい

ることを紹介する。

匪国【知識・理解】

0学習カードにわかったことと感想を記入し、発表|・まとめを発表する時間を設け、それぞ

ま| し合う。 1れの感想や気づきを聞き合えるように110

と|・天気予報を使っていても、籾まきに失敗すること| する。

め| もあるなんてびっくりした。今までは機械化とか、|圏 【関心・意欲・態度】

農業も工夫されてきたけれど、雪形のような伝統

の方が優れていることもある

-雪形のような昔から伝わる知恵をうまく利用して

お米作りをしている人がいる。

-今は、天気予報とかあって便利だけど、昔から伝

えられてきたことを今も生かしてお米作りをして

いる人がいてびっくりした。

・ぼくたちはりんごとか育てているけど、お米作り
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以外にも雪形とか伝わってきたものを利用してい

ることはないのカ唆日りたくなった。

-まだ見れないけど、来年の春は雪形を自分で探し

てみたくなった。

(7)子どもたちの学習ノートの分析から

子どもたちの学習カード記載内容を、 TRSUTWR.2による主題分析を行った。

主題分析では、内容が似ている文章が抽出され、グルーピングが行われることから、何

についてどの程度子どもたちが考えたり理解しているかを記入内容から把握することがで

きると考えたロ

①.雪形を利用している人の予想

分類名 文書数信頼度 代表語句 類似度

写真 10 58 写真/人/写真家/写真集/新聞 0.7 

形雪

を
「一一一スキー 3 66 スキー/管理者/管理/コース/スキー場 0.7 手リ

用
し
て L一一客 2 66 客/温泉/客集め/問題/写真家 0.8 し、
る
人
の4
想予

雪形 8 66 雪形/雪/名前/写真/紹介 0.8 

画家 4 50 画家/絵/展覧会/展覧/応募 0.8 

形 3 60 形/雑誌/白馬/新聞/絵 0.8 

農業に利用しているだろうという予想は、ひとつもなく、観光や写真・画家といった予

想を立てている。

これまで機械化され、科学技術を巧みに活用しながら収穫量を上げる工夫について学習

してきた子どもたちにとっては、自然を利用した農業を予想することは難しかったようで

ある。
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団.ピデオを見てわかったこと

分類名 文書像情額度 代表悟句 類似度

代かき馬 14 63 代かき馬/代かき/代/農家/人 o. ， 
ピ

デオ .---i 士 2 66 土/目安/成功/お父さん/失敗 o. ， 
を
見
て 様子 2 50 様子/近/逮/農業/種 o. ， 
わ
カヨ
。

た 雪形 8 38 雪形/雪/代かき/代/天気 o. ， 
と

ヲ普芽 1 100 発芽/植えな/外/奉 -1. 0 

役割 a 66 役割/晴れ曇り/温度/田作り/曇り o.自

代かき属という名前を知ると同時に、農業に利用されていることに気づいている.

もみの発芽が気象条件に大きく作用していることを知り、もみまきなどの農作業を進めて

いく上で、気象情報だけに煩っていて失敗した結果kして.お父さんから教わ。た雪形を

農作業のめやすにすることで、農作業が成功したことに気づいている.

~ 

. ;hIi 

[資料提供近国信敏氏]



─ 83 ─

1時間目の感想③. 

類似度

0.9 

代表語句

雪形/雪/農業/勉強/関係

文書数信頼度

33 7 

分類名

雪形

O. 7 人/利用/雪/雪形/農家61 11 人

0.8 形/北/アルプス/北アルプス66 4 形

1
時
間
目
の
感
想

0.8 失敗/お父さん/行き方50 2 失敗

O. 7 最初/写真/見わけかた/曇り66 3 最初

0.8 代かき馬/代かき/晴れ/もみ

名詞句 形容詞匂 動詞句

語句 ;頻度 語句 頻度 語句 ;頻度 語句 頻度

雪形 38 名前 3すごい 11 思う 23 

人 27 雪 3遠い 2見る 14 

昔 10 いい伝 21~ 、し、 2利用する 13 

え

農家 10 代かき 2いろいろだ 2使う 13 

形 9今度 2大事だ 1びっくり 12 

する

天気予l 9晴れ 2大きい 1ある 12 

報

代かき; 7農業 2不思議だ 1知る 11 

，馬

米作り 7今日 2おもしろい 1する 10 

6写真天気 2よい l見える 5 

仕事 5何 2 わかる 5 

ただ 4山 2 

時期 4作業 2 

田んぼ; 3 

75 3 代かき馬



─ 84 ─ ─ 85 ─

係り受け関係

名調句 動詞句

雪形 見る6/使う 4/利用2/始める

人 利用5/働く 3/使う 2/見る

天気予報 使う/利用/見る

天気 使う/利用/見る/始める/知る

代かき馬 使う/見える

仕事 使う/始める/利用

目印 使う/始める/利用

雪形を利用することで、もみまきをが失敗しないように工夫していることが理解され、

農業での利用として、天気予報と同じくらい重要な意味を持っていることに気づくことが

できた。

また、科学的と思われる気象情報と同じくらい自然現象を見る言い伝えが、農業には重

要ということを知り子どもたちは、先人の知恵のすごさに驚かされている。

④ 学習のまとめ

分類名 文書数信頼度 代表語句 類似度

じいさん 8 100 じいさん/種まきじいさん/飯綱 0.8 

戸 J一 一 春 2 33 春/動物/しぐさ/名前/形 1.0 

人 6 27 人/雪/雪形/米/動物 0.8 

種まき代かき 2 100 種まき代かき/雪解け水/雪解け 0.9 

/代かき/種まき

山 11 61 山/米作り/米/農家/not失敗 0.8 

[語句トップ]

名詞匂 頻度 形容詞勾 頻度 動詞句 頻度

1雪形 34 大切だ 6伝える 23 

2人 31 良い 4囲む 12 

3農家 22 遠い 3生かす 12 

4米作り 21 かわいい l知る 10 

5時期 20 よい lなる 8 

6天気予報 17 いろいろだ l失敗する 8 

7山 12 続く 8 

8作業 12 見える 6 
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できる 6 

現れる 6 

っける 6 

見る 6 

する 4 

わかる 4 

利用する 3 

教える 2 

ある 2 

決める 2 

考える l 

米作り失敗 l 

9天気 12 

10 形 10 

11 名前 9 

12 見え方 9 

13 普 9 

14 種まきじいさん 自

15 7代 8 

16 動物 7 

17 代かき 7 

18 しぐさ 6 

19 春 6 

20 利用 6 

いると同時に

ることに驚きを

立っているとい

家の事例から理

係り受け関係

名調句 動詞句 頻度 名調句 動調句 頻度

時期 伝える/知る/決める 14 若穂 生かす 4 

作業 伝える 13 空気 乾く 3 

山 囲む 12 天気予報 not教える l 

天気 知る/わかる 9種まき する l 

7代 続く 8 

米作り 生かす 7 

春 なる 6 

形 見る 6 

名前 つける 6 雪形の名称や形に興味を示して

米作り not失敗 6 今でも雪形が農業で活用されてし

見え方 知る/わかる/教える 6 もったようだ。

農業 生かす 6 米作りが自然との対話から成ち

雪形 利用/伝える 6 うことを、雪形を利用している虐

しぐさ っける 5 解したといえる。

代かき する/知る 5 

雪形の学習をしての感想⑤ 

類似度代表語句文書数信頼度分類名

0.9 活用/知恵/想像力/農家/想像50 2 活用

0.8 飯綱山/名前/雪形名前/45 4 飯綱山

雪形種まきじいさん/白馬

0.9 

O. 7 

若穂/長野市/長野/農業/飯綱

雪形/雪/形/人/ちえ

100 

51 

5 

15 

若穂

雪形

雪
形
を
学
習
し
て
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[傾向把握(感性)J

0すごい昔の人/知恵/想像力/雪形

Oびっくり

0大切ー農家の人/意味

。大事農家/雪形

0役立つー米作り

O楽しい・おもしろい(勉強が)

Oよい(知ることができてよかった)

[語句トップ10J

名詞句 形容調句

語句 頻度 語句

雪形 56 すごい

人 21 楽しい

昔 11 よい

農家 10 大切だ

種まきじいさん 10 おもしろい

名前 8遠い

形 8変だ

4' 7大事だ

農業 7ない

今度 6ふかい

具体的には、

[傾向把握(現象)J

0雪形見つける/見る/探す

O農業一生かす

[傾向把握(評価)J

0人ーすごい/大切/大事

0雪形すごい/昔/天気/大事

O農家大切/大事

0知恵ーすごい

動調句

頻度 語句 頻度

10 思う 19 

6ある 16 

4知る 13 

4わかる 12 

3見る 9 

2びっくりする 9 

lする 6 

1見つける 5 

l生かす 5 

1使う 4 

・昔の人は山の雪を利用するのはいい考え o とけるものだし、毎年同じ形に見えるから。

.機械よりも昔から伝わったものの方がいいと，思った。

・何で雪形を使うのかと思ったけど、ちゃんと意味があってびっくりした。米作りに大き

く関わっていた。

-昔の人は時期や天気予報などの代わりに雪形を見て農業をやっていた o 他にもあったら

調べてみたい。

といった感想がみられた。



─ 87 ─

6 その後の総合的な学習への発展

この学習の後、子どもたちは正月行事(しめ縄作り)や地域の祭りについて興味を持ち

主体的に調べたり、地域の行事に参加したりした。また、雪形が r2月なのに、昨日はっ

きりと丹波島橋の上から見えた」と日記に書いてきた子どももおり、この授業を一つのき

っかけにして、地域の伝統・文化に輿味を持ち、先人の知恵や工夫、自然とのつきあい方

などを知る姿勢が子どもたちに意識づけることができたといえる。

この実践は 5年生に行われたが、 6年に進級してからも子どもたちは、地域に残る文化

に関心を持ち、総合的な学習で 5年生の時のしめ絹作りの学習を発展させた「わら」に取

り取り組むことができた。

[しめ縄学習にかかわる子どもたちの感想]

・しめなわは、今まで正直意味や、どうやって作るか全然わからなかった。しめなわは、

神様に滑らかなものとして示し、松で神様を「待つ」で、紙のヒラヒラは神様を招くと

いう意味がよくわかった。意味がわかったから、今年はひと味違う正月になりそう。

-わらは、本当に捨てるところがなかった。しめなわは昔から続いてきて、そのしめなわ

を今日作れたことをとてもうれしく思う。自分も来年や再来年、おじいちゃんになった

ときも、しめなわを作って、また自分の子どもや地区の子どもたちに教えていこうと思

った。

-最初のわらのお話で、わらはたくさんの道具になっているんだな、とわかった。米俵や

わらぐっ、生活に役立っていたんだ。しめなわは玄関に飾って、紙は清らかさを示すも

のだってことがわかった。

[正月料理にかかわるクイズ作り]

O黒豆に込められた意味は何でしょう

①まめに過ごす ②まめに働く ③黒は魔よけのカ 正解は全部

O金柑oxクイズ 金柑は、金運の象徴である。 Oか×か。

正解は×。金柑は太陽に似ている、生命力の象徴であるから。

O初日の出oxクイズ 初日の出を見ると、願いが叶うと言われてる 00か×か。

正解は×。その年を元気に過ごせると言われているそうです。

O鮭のあることから、「恩を忘れないJr栄える」などの縁起物になりました。

そのこととは

①北の海に住むから ②身が赤色だから ③秋に川をさかのぼるから ④おいしいから

正解は③。生まれた川に行く習性があるから。
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Oおせちの「紅白なます」は、お祝いの水引をかたどったものである 00か×か。

正解はO。大根とにんじんで紅白。紅白はお祝いの色。

Oおせちの昆布には、どんな意味があるでしょう。

正解は、「喜ぶ」との語邑合わせです。

Oお正月の独楽(こま)は、 1本の軸でクルクル回ることから、早く独り立ちができるよ

うにという意味がある。 Oか×か。

正解はO。他にも、金回りや仕事回りがよくなるといった願いが込められていた。

-それぞれの地方で正月料理の意味があるから、意味を知ったからには、やれるものは意

味を考えて楽しくやれればいいです。もう私はお正月名人です。

・これまで、正月の行事は何の意味も知らずにやっていたし、全部は調べられなかった

からクイズをやってよかったと思いました。無理に由来を覚えるよりもクイズにして楽

しく覚える方がいいと思った。

・日本の伝統、お正月を学びました。昔の人の知恵がつまっているお正月が知れて、得し

た気分。やっぱり、日本人には日本にしかない文化について誇りをもって、その日を過

ごした方が絶対いいことがあるし、福も入ってくる。これを知つてのお正月として、も

う一回 年越しをしたい気分です。

・かまぼこは、何の意味もない板にのっているなぁと思っていたけど、その板にも意味

があるとはびっくりした。「板につく→その仕事に慣れる」

-お正月に関係することは全てめでたいことや喜ばしいことを意味している。

-知らない人には、その伝統を伝えていきたい。そうすれば、あとの時代にも忘れないよ

うにできる。自分も覚えていればその意味を知っているので面白くなると思った。

8. まとめ

これまでも稲作と雪形については、社会の教科書切で扱われたり、マイ雪形を見つけて

描こう叩等、さまざまな実践が展開されている。しかし、それらは雪形を利用していたと

いう事実認識もしくは事実の記述の範囲を越えるものではなく、そこに人々の思いがどの

ように込められているのか、もしくは生き方を問うという視点は薄いといえる。

今回の提案は、食料生産に関わって、最新の科学技術を駆使した米作りを学習したのち

に、ある農家のエピソードとして、最新の科学技術を駆使しでも解決しない米作りの課題

を、雪形という昔ながらの自然現象の解読と最新技術を併用することで克服しているとい

うことを学ぶことで、自然への畏敬の念を育むことはできないか、また、身近な伝統文化

を日々の生活の中で意識する心を育むことはできないかということであった。
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雪形への関わり方を扱ったことは、ノート等の分析から、自然への畏敬の念の一端に子

どもたちは触れることができたといえ、単に米作りの事実を知るレベルの学習から、生産

者の信条や自然との対話の重要性を学ぶ生き方を学ぶ場になったといえる。

特に、これまで身近にありながら、知らなかった雪形というものが、農家の人によって

見直されているという事実を知ったことは、先人の知恵の素晴らしさに触れたことになり、

自分たち自身で雪形を確認しようという意欲化もみられた。

さらに、これまでに学習した農業に関する知識などが、子どもたちが想像もつかなかっ

た新たな伝統的な事象に直面したことで、子どもたちの認識に揺さぶりがかけられ、感性

の傾向を見ると雪形という事象を追究する意欲や関心が喚起されたといえる。

*1 r我が国の伝統文化を尊重する教育に関する実践モデル事業J (国立教育政策研究所指

定研究)において、全国規模で多様な実践が展開されている。

*2小宮豊隆編 rr寺田寅彦随筆集』第五巻」 岩波書庖(1963)p245 

*3宮田 登「日本人の生活観JU 日本民俗体系第九巻『暦と祭事~J )小学館 (1984)p15 

叫山折哲雄「日本のこころ、日本人のこころ」 日本放送出版協会 (2004)pp19-21 

*5小宮豊隆編 rr寺田寅彦随筆集』第五巻」岩波書底(1963)p237 

*6中村哲「和文化の風」を学校に 心技体の場づくり」明治図書 (2003)、 北俊夫

rr義務教育の構造改革』と学校の課題ー伝統文化・食・情報の教育」文漢堂 (2007)、

椿原正和+TOSS熊本「授業カアップへの挑戦 9 日本伝統文化の授業」明治図書 (2007)、

有田和lE r社会科で育てる新しい学力 伝統・文化の継承と発展」明治図書 (2008)、中

村哲「学校を活性化する伝統・文化の教育」学事出版 (2009)、中村 哲「伝統や文化

に関する教育の充実ーその方策と実践事例」教育開発研究所 (2009)等、数多くの実践

が報告されている。

*7 r日本の伝統・文化理解教育推進会議報告書」東京都教育委員会 (2006)

指導内容を、「日本人の心に関すること」、「衣食住に関すること」、「芸術や芸能に関す

ること」、「保存や修復など『伝承』に関すること」の 4領域としている。また、日常

生活に関わる文化として、「江戸仕草」など、江戸時代から生き続けている文化という

事柄も扱われているが、全体からみると少数である。

*8 r日本の伝統・文化理解教育推進会議報告書」東京都教育委員会 (2006)p20

推進校の教員が、地域社会に関心を寄せ、地域素材を生かした単元を開発するようにな

ったとしている。

*9安野 功「なぜ、伝統と文化を尊重する教育が求められるのかJ(教職研修2009年 9月

号:教育開発研究所) P 27 

*10 r地域に残る農耕にかかわる文化伝承 農耕にかかわる祭りからみる日本人の持つ自
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然への畏敬一 J(文部科学省委託研究事業報告書・研究代表小山茂喜)(2008) 

*11 W登山講座』第五巻『山岳語葉J(山と渓谷社 1943)で岩科小一郎が残雪絵を「雪形」

としたとされる。なお、田淵行男の「山の紋章雪形J (学習研究社 1981)などで一般化

したともされている。

*12作田哲啓・赤坂 信「吾妻小富士の雪形一地域限定・期間限定の自然風景ーに関する

一考察J(ランドスケープ研究 70 (4)) pp312~ 319 

*13石松丈佳「環境感知器の可能性 環境の特質を視覚化する造形について」岐阜市立女

子短期大学研究紀要第 52輯 (2003) p257 

*14 rw北東北のグランドデザイン~J に関する地域の自立・経済の活性化方策調査報告

書」国土交通省東北地方整備局 (2005)では、観光資源としての雪形の活用が提案されて

いる。

*15小J11弘司 他 「白山の雪形J (石川県白山自然保護センター研究報告第34集2007)pp4

5~53 

*16田淵行男「山の紋章雪形J (学習研究社 1981)ならびに「地名コレクション」

(http://uub.jp/nam/yukigata.html) 等を参考にした。

*17文部科学省委託事業報告(小山茂喜)研究代表「農業にかかわる祭りゃならわし』信州

大学 (2007)

*18この授業は、平成20・21年度の2年間にわたって、長野市立昭和小学校において、小山

勲教諭によって実践されたものであるロ

*19NHK番組「小さな旅J2008年5月4日放映の「雪形がおしえてくれた ~長野県 北アル

プス山ろく ~J の中で、津滝さんの雪形を利用した農業が、紹介されている。津滝さん

は、農業の近代化をめざし、株式会社方式の大規模経営を行っており、生産は最新の科

学技術を駆使している。天候の予測も、気象データ供給会社からのデータを基に、種ま

き等のタイミングを設定してきた。しかし、ある年そういった科学的なデータによる経

営がうまくいかず損失を出してしまった。その際に、見いだした解決策が、雪形などの

で先人の知恵で伝えられてきている地域に根ざした気象情報であった。

*20東京書籍版「新しい社会上J (2008)では、庄内平野の米作りに関わって「春になり、

鳥海山の雪のとけた所が、こしをかがめたおじいさんの形になるころ、昔は種まきをし

ました。」と記述されている。

*21大町市立美麻小学校の実践等




